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いて,抜 歯群 と非抜歯群との比較,各 群内で繰 り




リア レシオ,オ ーバ ーオ ール レシオ につ いて
unpaired　t-testを用いて比較 した。
その結果,抜 歯群では,上 下顎中切歯は舌側傾
斜 し な が ら後 方 に移 動 し,Condylar　incisal
angleが90°に近似 した。非抜歯群 の上顎中切歯
は歯軸を変化 させずに後方に移動 したが,治 療後
に下顎 中切歯の唇側傾斜 を示 しcondylar　incisal
angleが減少 した。U1-L1　to　FHは抜歯群,非 抜
歯群 とも治療前から保定時まで変化 しなかった。
結論 として抜歯 ・非抜歯群 ともに保定時に良好
な咬合をもた らしたが,上 下顎前歯の挙動に以下
の差異がみられた。1)抜 歯群では,上 下顎中切










ションの意義,2)適 用 した上下前歯部 トルクと
アンテリアガイダンスとの関係,3)側 面セファ
ロと模型データによる咬合評価の妥当性,4)抜
歯治療における上顎中切歯 トル ミ量変更の意義 に
ついてであり,いずれの質問に対 しても申請者 は
的確に回答 した。また,論 文の文章な らびに図表
の訂正加筆が指摘され,後 日提出された論文 はす
べて訂正がなされた。 さらに,語 学試験 として英
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0.028inch slot,MBTセッ トア ップ)を 用い,プ
ロ トコールに従って治療が進められ保定期まで観
察ができ,良 好 な咬合が得 られたAngle Class I
不正咬合36名,平均年齢17.70±7.8歳(抜歯群24
名,非 抜歯群12名)を選択 した。治療前,治 療
終了時,保 定時の側面頭部エックス線規格写真お
よび口腔模型を資料として用いた。計測項 目につ
